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1　概　　況

急激に進展する圏域内の市街化、科学技術の革新、生活圏の交流拡大の中で一層強まりつつある広域的要請

にこたえ昭和5 9年4月1日飽託郡四町の消防事務を受託し広域消防体制の確立を図,ft。

現在の消防体制として、市内の3消防署1 0出張所に2 3台のポンプ車と1 0台の救急車並びに梯子車、救

助工作車等の特殊車9台を配備し有事即応の警防体制を敷くとともに健軍消防署に併設している訓練センター

において隊員の救助技術を顔磨し中高層建物等の特殊災害に備えている。さらに昭和5 8年度国庫補助事業と

して自主防災活動の基盤を強化するためー熊本市広域防災センターを建設し、防火管理者及び自主防災組織の

t) -ダー等に対する防災教育の質の向上を図り、併せて市民の防災意識を高め、災害に強い住民づくりを推進

している。

一方、火災の未然防止をはかるため、各事業所に対する防火査察を実施して消防用設備等の設置、維持、管

理及び火気取り扱いや初期消火要領等の指導に当たるとともにー防火管理者制度の効果的運用を図り-さらに

危険物許認可にあたへては規制、指導など安全管理に努めている。

また、全車両に装備した拡声装置を使用しての日常的防火広報の推進、春、秋における火災予防運動の展開、

防災指導車や広報機関の利用、または広報紙による防火広報等、予防意識の高揚を図っている.

特に年々増加の一途にある救急業務に対処するためー救急隊7隊を適正配置し救急患者を安全かつ迅速に医

療機関へ搬送する体制をとるなどー消防業務も極めて広範な分野にわた→ている。

消防団については、小学校児童就学区域を1分団として編成された5 8分団2,0 1 6人の団員が常備消防と

協力して、水、火災その他の災害防除に当たるとともに、火災予防面においてもそれぞれの家業の傍ら献身的

努力を傾け一地域防災に重要な役割を果たしている。

2　消防職員・消防車両配置状況
(昭5 9.4.1現在)

区 分

局 箸 別

消

防

正

監

潤

防

消

防

司

潤

防

潤

防

司

潤

防

潤

防

刺

柄

防

そ

の

他

紘

計

車 両 そ

の

他

言十

可

搬

ft

刀

求

ン

プ

可

搬

排

痩

檎

. 超

短

波

無

夏

重

1

求 ′プ 車

タ 普

は

し

屈

折

ft

助

高

発

化 司 指 ft 伝

報

査

察

者

防

災

描

4

者

追

票

車監

ノ＼
lT3

長

司

ノとー「コ

JLl
lTコ

捕

士

長

士

長 士

の

戟

負

ン

*7

車

過

草

ど

車

は

し

ど
車

工

作

車

抱

車

学

車

一ゝ
「つ

車

揮

車

負

車

線

蝣&
s t

泡

m
置

総 計 1 1 1 0 2 U 4 3 12 5 8 5 2 1 3 7 5 3 5 9 1 4 3 2 2 1 1 3 3 1 0 1 4 1 1 1 9 8 3 8 2
t n轟

2

潤

防

局

総 務 課 1 1 1 4 4 1 0 5 4 1 7 6 1 3 4 2

予 防 課 1 3 5 1 2 1 1 2 3 4 1 1 6 3

肇 防 諜 1 2 3 4 1 2 1 3 o 2 1 5

通 信 指 令 課 1 2 2 1 2 1 7 1 ョ

k f 1 1 4 l l 1 4 3 8 1 5 5 4 12 9 5 1 1 5 1 2 1 { 0 @

中

蝣*i

潤

防

管

本 署 2 4 6 2 2 1 4 3 7 1 8 6 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 4 3 1 1 0 1

島 崎 出 張 所 1 2 5 5 1 3 1 1 1 3 2

田 崎 〟 1 4 5 l l 2 1 1 1 1 1 4 3

南 熊 本 〟 1 2 4 (1 1 3 1 1 2 1

川 尻 〟 1 4 4 1 2 2 1 1 1 1 1 4 3

小 島 〝 1 2 5 5 1 3 1 1 2 1

計 2 4 l l 3 6 3 7 7 6 1 1 6 7 4 6 1 1 1 1 1 1 4 3 6 2 9 3 1 2 () 1

秦

潤

防

」

本 署 2 3 7 1 9 1 5 4 2 1 8 9 2 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 4 1 1 l l

清 水 出 張 所 1 4 4 1 2 2 1 1 1 1 3 2

京 町 〟 1 2 3 7 1 3 1 1 2 1 1

桶 〟 1 2 4 t> 1 3 1 1 1 3 1 2

計 2 3 1 0 2 7 2 6 6 7 1 1 3 6 2 4 1 1 1 1 1 1 3 3 4 2 2 3 1 1 6

健

軍

消

防

署

本 署 2 2 6 1 8 l l 3 0 1 7 0 2 2 1 1 1 2 3 2 1 4 1 1 0

出 水 出 張 所 1 2 5 5 1 3 2 1 3 2 1

託 麻 〟 1 4 5 1 0 2 0 1 1 1 3 2

計 2 2 8 2 4 2 1 4 5 1 10 3 3 4 1 1 1 3 3 4 2 0 1 1 4 1

部 簸 セ ン タ 一

(荏)　定員　536人　実員　535人　休職1人
超短波無線装置欄中曲は基地局、その他は移動局(車載)を示す
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3　消防水利状況
(昭59. 4. 1現在)

区 域

種 別

中 央 消 .防 署 東 消 防 署 健 軍 消 防 署

計本 島 田 南

節

本

川 小 本 宿 京

柄

本 出 託

普 崎 崎 尻 良 普 水 町 普 水 麻

公 設 消 火 栓 4 2 3 4 2 6 5 3 8 3 3 9 5 8 5 3 9 7 8 1 1 3 7 6 2 4 9 5 3 2 1 ,2 7 3 5 9 4 9 9 4 7 ,5 3 7

防 火 水 そ う

4 0 m 3 以 上

公 設 1 0 8 1 9 l l 4 3 3 6 1 4 2 0 1 0 2 1 1 2 9

私 設 2 7 4 2 5 8 2 3 2 l l 1 0 1 6 2 0 1 1 0

防 火 水 そ う

2 0 m 3 以 上

4 0 未 満

公 設 7 1 3 2 6 2 5 3 l l l l 5 1 4 7 9

.私 設 7 2 3 5 8 2 4 9 6 7 1 0 6 3

プ ー ル 6 3 6 7 6 9 2 0 3 5 7 2 8 6 1 0 1 1 6

泉 水 池 堀 4 0 nf R 上 2 5 2 3 3 1 3 3 1 2 3

4　火　災　統　計

(1)火災発生状況
(昭和58年)

区 分
出

火

件

火 災 種 別 り 災 状 況 焼 損 面 積

損 害 額
a 林 車 舵 そ 樵 世 人 死 負 建 林

月 a 物 野 両 舶
の
他 敬 帯 負 者

傷

者

物

Cm 2)

野

( a )

( 千円 ) .

1 1 4 1 3 1 1 7 3 1 6 8 3 3 3 7 2 2 9 ,9 4 8

2 2 0 1 6 1 3 3 0 3 4 8 6 3 7 6 4 2 5 ,5 8 1

3 7 7 1 5 1 4 4 2 1 4 0 7 9 ,2 3 6

4 1 3 1 2 1 1 9 1 5 5 3 4 2 5 2 2 ,7 4 1

5 1 0 1 0 1 0 b 2 1 2 0 7 2 1,3 8 2

6 7 7 1 4 1 6 4 4 5 5 5 1 9 ,7 2 2

7 1 6 8 1 3 4 1 0 5 1 5 1 1 2 3

8 1 9 1 3 5 1 1 5 8 2 2 3 9 9 4 ,9 1 9

9 1 2 1 0 1 1 1 2 8 2 4 2 4 3 1 9

1 0 8 6 1 1 l l 1 0 4 2 2 2 4 1 5 ,9 8 2

l l 1 4 1 2 1 1 3 2 1 2 4 0 2 4 7 6 4 4 4 ,2 3 0

1 2 1 8 1 8 2 2 1 8 4 6 1 3 4 5 1 2 0 ,1 6 3

計 1 5 8 1 3 2 1 1 3 1 2 2 0 7 1 7 7 5 0 3 8 1 6 4 ,2 9 2 2 1 4 ,3 4 6

5 7 年 1 3 8 1 1 9 2 1 0 7 1 7 3 1 5 3 4 5 2 6 2 5 4 ,1 4 8 1 3 1 4 2 ,4 6 2

5 6 1 1 8 9 8 6 1 4 1 7 7 1 4 5 4 5 4 7 2 1 4 ,3 0 9 2 2 8β 0 1

5 5 1 2 5 1 0 1 1 1 0 1 3 1 4 4 1 1 5 3 7 6 6 2 5 4 ,7 6 9 6 2 2 9 ,1 7 6

5 4 1 1 0 8 8 1 1 5 6 1 3 8 1 1 4 3 5 0 6 1 9 3 ,8 7 5 3 1 7 1 ,2 2 7
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Q)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　千円)

年

原 因

5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

件

敬

m 件

a

揺 件

敬

損 件

蝣& .

追 件

敬

損

3? 隻 ォz L& 皇
J] E] 口 口 .コ

m 額 SI m m

油

類

石才由ス トーブ 3 3.9 9 3 7 1 4,7 6 3 1 0 3 6,3 0 3 5 5,4 6 3 4 2,7 6 8

,< - -)蝣 - 3 9β7 4 1 6 1 1 1 7

そ の他 の引火 9 33 3 1 1 0 7,6 7 4

車両内燃機関 1 6 1 1 5 0 o 6 2

電

気

関

倭

漏 電 2 6 5

短 絡 3 7 0 0 4 1 98 4 3 3 1 8 8 6,4 7 2

ス ノヾ 一 ク 4 4,1 2 3 2 7,6 3 8 1 1 5

器 具 類 過 熱 6 6,1 2 5 7 2 5,9 8 9 3 1,5 4 9 6 2 6,0 6 9 6 14β0 6

電気ス トーブ 1 22 3 8 1 5 5 6 2 1,1 2 0 2 4 1 3

か ま ど 1 1 0 3 6,4 9 7 4 4,9 5 2 5 4 4 1 0 2,5 4 0

ガ ス 器 具 9 72 0 0 6 7 22 0 8 1 3 5,8 6 3 2 4 1 6,6 9 1 3 5 2 3.2 1 8

た き び 1 4

火 あ そ び 10 2β1 0 1 6 5,5 9 4 l l 12 5 1 1 6 8,0 9 3 2 0 14 ,1 5 2

1 ,< 3 1 2 5 6,0 7 2 8 62 5 1 1 5 3 15 8 6 1 9 1 25 6 2 1 4 6 1,3 2 2

マ ッ チ 5 2,5 4 6 2 7 2 1,9 5 3 2 5,0 5 4

煙 突 . 煙 道 3 7,4 3 5 1 7 2 1,8 8 5 1 4,6 5 1

放 火 8 75 5 4 9 1 22 9 3 l l 2 2 6 1 2 1 33 7 0 2 3 2 4β4 2

乾 燥 設 備 ・1 8 2 o 7,4 4 4

溶 接 機 5 19 0 6 2 4 7 1 4 0,38 2 4 1 8 2

取 灰 1 8 0 1 1,7 4 7

蚊 取 線 香 1 1 0

こ た つ o 2β8 3

再 燃 1 4 0 1 1 1,17 4 1 8 9 5

白. 然 発 火 1 ・1

火 鉢 1 1 2

ロ ー ソ ク 3 4.14 5 2 24 2 6 3 1 4 1

そ の 他 4 6 0 2 5 9,8 2 6 7 9,6 7 4 9 3 8 3 1 5 0 7

不 明 12 5 9,7 7 3 l l 3 5,5 4 6 1 7 3 8,16 5 2 1 3 7,14 5 8 2 05 2 6

不 審 火 8 9 ,0 4 1 12 1 0,6 2 0 7 2 7,1 6 2

焼 却 火 7 9 13 8 32 8 4 lp 4 9 5 4,9 58 1 3 3 2,6 6 8

調 査 中

合 計 11 0 17 15 2 7 1 2 5 2 2 9,17 6 1 1 8 2 2 8,0 0 1 1 3 8 14 2,4 62 1 5 8 2 14.3 4 6

(荏)　ガス器具の中には天ぷら油を含む
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5　予　　防

(1)危険物製造所等　　　　　　　　　　　　(昭59. 3. 31現の

製 造 所 3

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 1 5 3

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 6 6

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 4 6

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 3 4 5

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 3

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 5 6

屋 外 貯 蔵 所 2 7

小 計 6 9 6

敬

級

所

給 油 取 扱 所 3 4 4

販 売 取 扱 所 8

一 般 取 扱 所 3 3 5

み な し 移 送 取 扱 所 5

小 計 6 9 2

総 計 1,3 9 1

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年
新 築 増 築 改 築 移 転 修 繕 模様替 え 用途変更 計 画変 更 仮 使 用 合 計

耐 火 簡

耐 構 造

5 4 7 ,3 6 9 7 6 3 3 4 2 1 9 8 ,1 5 1 1 ,4 0 6

5 5 5 ,0 8 5 1 ,4 6 1 9 1 3 1 2 1 2 6,5 8 3 1,1 0 8

5 6 4▼4 8 9 1 ,3 8 1 1 5 9 1 2 1 6 5 0 7 7 6,0 4 0 1.3 1 7

5 7 4 ,5 5 8 1 ,1 7 2 6 1 4 1 1 8 3 6 1 0 8 5,9 1 3 1,0 7 3

5 8 4 ,0 7 7 1 ,1 6 4 5 1 3 2 4 o o 3 8 9 8 5,4 2 3 1 ,4 0 9
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(3)防火対象物現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(暗59. 3. 31現在)

署 別 .∠ゝ
■コ

計 中 央 消 防 署 東 消 酷 暑 健 軍 消 防 署

法 8 法 1 7 法 8 法 1 7 条 法 8 法 1 7 条 法 8 法 1 7 条

y」
計 指 定

( A 号 )

指

( B ^t )

指 指 定

( B 号 )

脂

lニコ
指 定

ra

脂

.こコ
指 定

( B 号 )ロ

項 . 別 計

( A -ff ( A -ァ0 ( B 可 ) ( A ^ O

1 0 ,0 7 3 3 .3 3 6 6 ,7 3 7 1 ,4 5 5 Z 3 2 6 9 4 4 1β5 3 9 3 7 2 5 5 8

1

イ 劇場 、映 画 館、 演 芸 場 l l l l 9 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 5 3 4 6 7 1 9 7 l l 1 6

2

イ
キ ャパ レ I 、 カ フ ェI

ナ イ ト ク ラ ブ
2 8 2 6 2 2 4 1 1 2

ロ 遊 技場 、 ダ ンス ホー ル 7 4 6 6 8 2 7 o 1 3 4 2 6 2

3

イ 待 合 、 料 理 店 3 6 3 1 5 2 6 4 1 4 1

ロ 飲 食 店 2 3 3 1 7 4 5 9 8 3 2 1 2 3 1 3 6 8 2 5

4
百 貨 店 、 三 - ケ ツ ト

展 不 場
4 3 0 3 5 2 7 8 1 5 6 4 1 9 5 1 9 1 0 1 1 8

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 3 3 0 1 4 5 1 8 5 6 0 1 0 7 4 8 4 4 3 7 3 4

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 3.6 5 6 3 0 2 3.3 5 4 8 5 8 7 5 9 7 1,0 9 0 1 2 0 1β8 9

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 5 0 7 2 7 3 2 3 4 9 7 1 0 2 9 8 5 8 7 8 7 4

tコ 福 祉 、 救 護 施 設 等 1 5 7 1 5 4 3 5 5 2 4 3 5 6 1

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 6 5 6 4 1 2 2 2 3 1 1 9

7 小、中、高校、各種 学校 1 8 1 1 7 8 3 5 8 6 7 2 5 3 1

8 図 書 館 、 博 物 館 6 6 3 3

9

イ トル コ、 サ ウナ 浴 場 5 3 3 7 1 6 3 6 1 5 1 1

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 6 2 3 5 9 1 2 1 2 2 4 1 4

1 0 停 車 場 7 3 4 3 o 1 1

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 9 4 5 3 4 1 3 2 1 8 1 0 1 5 l l 8

1 2

イ 工 場 、 作 業 場 7 8 4 1 1 0 6 7 4 6 7 3 5 5 1 9 1 0 8 2 4 2 1 1

ロ 映 画、 テ レビス タ ジ オ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 7 3 l l 6 2 6 3 4 4 1 0 1 1 8

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 6 7 9 2 7 6 5 2 1 6 2 9 7 2 9 5 9 2 6 0

1 5
前 各 号 に 該 当 しな い

事 業 所
7 9 1 3 1 9 4 7 2 1 3 6 1 6 0 1 1 1 1 3 0 7 2 1 8 2

1 6

イ 複 合 用 途 1 ,2 6 6 8 3 5 4 3 1 4 0 2 1 3 9 2 3 2 1 2 1 2 0 1 1 7 1

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 4 7 3 1 0 5 3 6 8 3 4 1 1 4 3 8 1 1 2 3 3 1 4 2

(1 6 の 2試地 下 街

1 7 重 要 文 化 財 1 0 5 5 1 2 2 2 2 1

1 8 ア ー ケ ー ド 1 4 1 4 8 4 2

(注)法　8条指定-防火管理者を必要とする対象物(A号)

法1 7条指定-消防用設備等を必要とする法8条指定以外の対象物(B号)
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(4)中高層建築物の現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59. 3. 31現在)

階 数

防 火 対 象 物別

4 5 6 7 8 9 10 ll 1 2 1 3 14 15 25 計

内有

地 す
ち

階 も

をの

15 m

* ォ

15 m

以 上

3 1 m

未 満

3 1 m

を 超

え る

も の

1

イ 劇 場 、 映 画 飽 、溝 芸場 2 5 1 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場

2

イ
キ ャパ レI 、 カフ ェー

ナ イ ト ク ラ ブ
6 3 1 1 l l 8 6 5

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 2 2 2

3

イ 待 合 、 料 理 店 2 2 4 1 2 2

ロ 飲 食 店 2 1 15 4 1 4 1 19 19 2 2

4
百 貨 店 、 三 P ケ ツ ト

展 不 場 3 5 1 3 5 2 1 5 6 20 3 0 2 6

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 2 3 l l 8 9 4 2 1 2 1 1 6 2 18 2 3 3 6 3

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 4 3 3 3 4 3 2 b 1 3 9 4 5 3 4 84 0 7 74 7 8 8 5

6

イ 病 院 、 診 療 所 8 8 3年 24 7 6 1 1 16 1 2 1 7 8 8 1 2

o 福 祉 、 救 護 施 設 1 1 1

ノ、 幼 稚 固

7 小 中 高 大 学 各 種 学 校 7 ~ 20 5 1 1 9 9 9 2 7 7 1 1

8 図 書 館 、 博 物 館 . 2 2 2

9

イ トル コ 、 サ ウ ナ 浴 場 2 3 4 2 29 1 2 1 8

蝪 イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場 1 1 1

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 2 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 8 1 3 1 2 3 2 1 0

ロ 映 画 、 テ レ ビス タ ジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 1 1 2 1 1 6 1 2 4

ロ 格 納 庫

14 倉 庫 8 1 9 5 4

15
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所
1 2 5 3 7 2 5 16 l l 9 2 1 1 1 2 28 55 9 1 1 2 8 9

16

イ 複 合 用 途 2 2 9 10 3 58 3 5 20 l l 10 5 3 1 47 5 13 6 2 16 2 5 0 9

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 7 5 3 3 17 1 2 3 2 3 14 5 ll 8 2 0 2 1

(16 の 2 ) 地 下 街

17 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

計 1ユ6 2 6 24 18 1 97 5 1 33 20 13 6 2 4 1 1 2ユ9 5 3 14 13 5 7 8 0 8 3 11
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(5)予防広報及び行事回数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 8年度)

車両ーとよる 地震対策訓練

(芸災萱尊書)

防火班指導

( 芸孟慧遥 芸)
JBFC指導 BFC指導 事業所訓練 防災屠 防災ビデオ

防火広報 (左 同) (左 同) (左 同) (16 ミリ映画)

1 5 ,5 5 6 1 2 3 8 4 8 6 6 5 3 4 6 2 ,8 3 8 4

(昭和5 8年)

6　救　急　活　動

E '>*

月

出 動

回 数

事 故 種 別 救 急

件 数

救 護 人 員
不 搬

s サ

蝣K 自

然

くく

水 VI 労

m

くく

運

サ 般

加 自

損

忠 そ

の 罪 女 計

災
X

愛
ォ 過

災

空
Fj

m .
技

負

傷
LIZ
ロ

TT
義 柄 他

1 8-13 4 156 10 4 9 4 6 18 44 9 102 745 4 41 3 30 77 1 9 8

2 72 3 6 1 34 7 5 6 6 14 6 3 70 115 63 2 374 2 81 655 91

3 760 2 18 4 ll 7 69 8 4 363 1 12 68 3 ・130 2 84 714 77

4 83 2 1 0 2 194 14 7 95 7 14 372 11 7 74 1 4 40 334 77 4 91

5 77 8 2 196 10 13 91 10 16 342 9 8 7 16 454 299 75 3 62

6 7 30 3 167 9 16 57 ll 9 354 10 4 65 3 4 18 272 69 0 77

7 79 1 3 1 194 l l 13 86 8 22 35 1 10 1> 13 44 2 302 74 4 78

8 8 18 s 3 212 s 20 72 6 ll 365 11 3 7 34 4 60 308 7 68 84

9 7 64 2 184 8 2 1 8 1 15 8 335 1 10 68 6 4 20 287 70 7 78

1 0 53 4 1 209 ll 20 8 2 10 6 3 13 9 7 6 76 4 07 290 6 97 77

l l 7 88 6 2 18 9 16 6 7 15 8 34 1 10 8 7 17 4 64 280 744 7 1

1 2 8 54 7 22 4 14 s 9 5 15 ll 36 2 1 18 7 85 4 52 360 812 6 9

計
(4 75) (1) (3) (14 9) (17) ¢) (4 5) (5) (7) (18 7 ¢5 (4 3 1) (2 89) (i 68) (457) (144)

9.4 34 57 7 22 72 1 22 15 0 95 5 12 5 133 43 17 1β96 8,4 81 52 02 36 27 8β29 9 53

5 7 年
(40 1) (1)

9

(99) ( 6) 16) (6 0) (1) (2) 0 77 (49 (36 2) (2 34) a 49) (38 31 (391

8SU 1 7 1 20 36 10b 135 9 24 9 6 117 蝣U 57 1J 50 7β9 9 4β7 5 33 31 82 0 6 902

5 6
(37 4) (1) (1) 8 06) ( 9) (5) (39) 1.2) (3) (16 1 (44 (33 3) (2 2 0) (143) (36 3) (41)

84 14 6 7 12 18 29 114 138 8 57 9 4 107 40 53 1,14 3 75 4 0 4,76 1 30 94 7β55 874

5 5

(38 4)

5 3

(1) (1) (98) (l l) (10) (36) (3) (7) 0 71 (4 6 (3 34) (22 6) (125) 8 5 1) (50)

8D7 5 1 10 15 76 13 1 158 8 14 8 6 1 15 39 99 U 3 2 72 6 7 4万15 29 90 760 5 808

5 4

(3 26)

36 1

(2) (io n (1 3) (3) (36) (3) (6) (.112 (5 0 C 87) ¢11) a is) (3 26) (39)

729 4 9 13 82 13 7 119 8 00 109 12 8 35 5 1 ll)2 2 65 66 41)54 2805 63 59 728

(注) ( )内は熊本市が北部町、河内町、飽田町、天明町より委託を受けて処理した救急業務件数を示す
(昭4 8.1 1業務開始)
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7　消　　　防　　団

(1)組　　織 1団　58分団(定員)2,070人

市　長-消防団(団本部)-分　団-

(2)団員及び消防ポンプ数

部　」

火先:班

ポンプ班

警戒:班

(団長-副団長)(分団長一副分団長) (部長) (班長)

ll

熊本県消防協会

熊本市支部

(昭5 9.4.1現在)

階 級 別 団 長 副団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長 そ の他

の団 員
計 消 防 ポンプ

自 動 車
小型 動 力 ポ ンプ

・r t s i 載

佳 響 ヲ

現 在 数 1 6 5 8 5 8 9 2 2 7 6 1,5 2 5 2 ,0 1 6 4 5 4 3 4

(3)報酬及び費用弁償

階 級 別 Efl 長 副 団 長 分 団 長 副分Efl長 部 長 班 長 そ の 他
の EfL 員

報酬年額 ( 円 ) 4 0,0 0 0 3 3.0 0 0 2 6 ,0 0 0 2 1,0 0 0 1 7,0 0 0 1 6 ,0 0 0 1 5,0 0 0

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回につ き 1, 8 0 0

研修、講習又は訓練のため本 県消防学校 に入校 した とき 日 額 3, 0 0 0

(荏,水火艶及び警戒出動に対しては交付金によって弁償(5 9年度予算額1 6,7 7 6千円)
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